




































































































































































































































A児 B児 C児 D児
LBP 16.227 46.146 4.649 6.168 
▲ ▽ ▽
LC 0.000 6.417 12.000 7.930 
▽ ▲
LCB 100.632 109.123 196.648 215.819 
▽ ▽ ▲ ▲
LF 147.069 106.369 217.111 95.899 
 ▽ ▲ ▽
LFT 9.708 11.043 53.690 6.810 
▽ ▽ ▲ ▽
LL 89.973 142.374 105.423 184.997 
▽  ▽ ▲
LM 183.441 203.130 282.096 207.928 
▽ ▲  
LOF 9.675 40.030 2.205 0.000 
▲ ▽ ▽
LP 614.911 492.198 193.665 241.119 
▲ ▲ ▽ ▽
LPF 41.980 63.697 228.290 230.775 
▽ ▽ ▲ ▲
LPT 47.001 34.865 24.590 71.472 
 ▽ ▲
LR 0.000 0.000 0.000 24.425 
▽ ▽ ▽ ▲
LS 4.020 22.595 7.508 8.835 
▽ ▲
LT 55.846 55.653 33.171 48.912 
▽
合計 1320.483 1333.640 1361.046 1351.089 
単位：秒
注釈 回数
A児 B児 C児 D児
LBP 20 19 6 4
▲ ▲  ▽
LC 0 4 3 6
▽
LCB 55 63 89 85
▽  ▲
LF 98 68 99 59
▲ ▽
LFT 4 6 9 4
LL 70 102 71 122
▽   ▲
LM 115 99 116 102
LOF 3 4 2 0
LP 169 127 37 47
▲ ▲ ▽ ▽
LPF 21 28 84 89
▽ ▽ ▲ ▲
LPT 15 12 7 19
LR 0 0 0 6
▲
LS 6 13 10 4
LT 43 38 17 33
▽
合計 619 583 550 580
単位：回
表２　幼児の視線のカイ二乗検定結果（▲有意に多い，▽有意に少ない，p<.05）
LBP 自分の体の部位を見る LOF 他児を見る
LC カメラを見る LP 自分の製作物/絵を見る
LCB 段ボールを見る LPF 友達の製作物/絵を見る
LF 友達を見る LPT 保育者の製作物/絵を見る
LFT 友達と保育者のやり取りを見る LR ロケットを見る
LL 場所を見る LS 視線を逸らす・宙を見る・目を瞑る


































































視線の種類 A児 B児 C児 D児 合計
やり方が分からず見る 5 0 0 0 5
何をしているのか興味があって見る 18 16 18 28 80
アピール（言語あり） 17 19 2 8 46
アピール（言語なし） 2 7 2 7 18
保育者の反応を見る 4 1 0 1 6
保育者の製作物/絵を見る 3 2 0 3 8
保育者の手伝い 0 0 0 1 1
言葉・動きに反応 10 6 5 6 27
視界に入る 3 1 5 2 11
会話 1 4 1 0 6




































































016 近くにいた B児と話しながら筆で丸を描く 段ボールの周りを歩く
017 段ボールを１周し，保育者の側に近寄ってくる
018 丸の中に横線を数本 入れる 保育者の作業を見る
019 段ボールに沿って歩く
020 戻ってきて保育者の作業を見る



































































































010 C 児 が 差 し 出 し た パーツを見る
011 左掌を広げる
012 保育者の掌に丸いパーツを置く








































































視線の種類 12/11 1/22 1/24 合計
やり方が分からず見る 0






言葉・動きに反応 1 1 3 5
視界に入る 4 1 5
会話 1 1
合計 4 8 21 33
保育者の専門的資質を育成するための
マルチモーダル分析用情報機器とアプリケーションの活用
－26－
研究では幼児間の模倣について述べられているが，製
作遊びの場面では模倣という点において保育者が担う
モデルとしての役割は大きいものであることが言える。
　幼児理解を深めるには，保育者は多角的な視線から
幼児の姿を捉えることが必要である。製作遊びの場面
で保育者は，幼児が積極的に，あるいは主体的に参加
しているかどうかを重視しがちである。しかしながら
鯨岡（2006）は「子どもの様子に対し『主体的」とい
うことばが使われるのは，大人側の評価的な枠組みの
ふるいにかけられた後の肯定的な姿に対してである」
と述べており，保育者の幼児理解が主観で行われない
ようにすることも求められる。
　サンプリングしたデータを，ELAN を用いて「幼児
の視線」を細かく見ていくことで，保育中には気づけ
なかった幼児の姿や想いに気づくことが出来た。D児
の「ずっと待ってた」という発話から，段ボールの周
りをぐるぐる回ったり，犬の真似をしたりしながらも，
実は自分のやりたい気持ちを我慢していたということ
を読み取ることが出来た。C児の非言語的なアピール
は，その後の遊びの様子に変化をもたらすきっかけで
あったことも分かった。視線の先にあるモノを細かく
見ていくことで幼児の心理を読み取り，理解を深め
ることにつながった反面，足りなかった部分も見えた。
日々の保育の振り返りを丁寧に行うことで，充実した
教育活動を展開することが可能になる。このことから
保育の場面で ELAN を用いて幼児の姿を細やかに見
ていくことは，よりよい援助の方法の検討や幼児理解
の深まりにつながる有効な手段と言える。また保育者
によっては異なる解釈も生まれることが考えられる。
保育カンファレンスの場で ELAN での分析を行うこ
とにより，複数の保育者の解釈が生まれ，それをさら
に細やかに検証する過程を繰り返すことで，よりよい
教育活動を園全体で行うことも可能となる。これまで
は録画した映像を見直すだけで終わっていた振り返り
が，360度カメラでの撮影や ELAN のソフトを用いる
ことで細やかな検証が可能になることが明らかになっ
た。保育者の情報リテラシーを高め，情報機器を前向
きに使う力を育成していくことで PDCA サイクルや
カリキュラムマネジメントに成果を組み込んでいくこ
とが可能となり，よりよい教育活動へとつなげていく
ことができると言える。これからの保育者の専門性に
情報機器を使う力，情報リテラシーを高めることが求
められる。
　今回の研究時には，研究者が着任したばかりの時期
で，幼児理解や保育活動への準備が不十分な状態で
あった。幼児と日々を積み重ねることで形成される信
頼関係や保育を通して育みたい幼児への思いが満たさ
れていると，また違った形の援助の方法や幼児理解の
深まりがあるだろう。今後の課題として，保育者と幼
児の相互関係から製作遊びにおける保育者の援助の方
法を検討する必要がある。
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